
釈宗演だより （平成 30年 3月 26日発行）
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『
文
豪
　
夏
目
漱
石
の
生
涯
の
師
　
釈 

宗
演
』

多
彩
な
人
脈
と
宗
演
の
偉
業
を
映
像
で
解
説

　
釈
宗
演
は
夏
目
漱
石
の
師
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
知

ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
講
演
会
は
、
夏
目
漱
石
生
誕

1
5
0
年
記
念
事
業
と
し
て
、
お
お
い
町
若
州
一
滴

文
庫
で
日
本
文
学
と
禅
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
釈

宗
演
の
偉
業
と
人
脈
を
紹
介
す
る
企
画
展
の
ビ
デ
オ

コ
ー
ナ
ー
を
再
現
し
、
若
州
一
滴
文
庫
下
森
学
芸
員

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
郷
土
の

誇
り
釈
宗
演
の
偉
大
さ
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆日時／4月14日（土）14時30分～
　　　　15時30分
◆場所／高浜公民館多目的ホール
　　　　［参加無料］

　

今
回
は
夏
目
漱
石
が
小
説
「
門
」

に
老
師
と
し
て
登
場
さ
せ
、
漱
石

の
要
望
に
よ
り
葬
儀
導
師
を
務
め

た
宗
演
の
人
脈
や
偉
業
、
人
柄
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

宗
演
は
、縁
戚
の
越
渓
守
謙
（
高

浜
町
三
明
出
身　

妙
心
寺
派
管
長
）

に
師
事
、
儀
山
善
来
（
お
お
い
町

大
島
出
身　

岡
山
曹
源
寺
住
職
）

や
今
北
洪
川
鎌
倉
円
覚
寺
管
長
の

も
と
、
修
行
後
、
慶
応
義
塾
で
福

沢
諭
吉
か
ら
洋
学
英
語
を
学
び
、

山
岡
鉄
舟
ら
の
多
額
の
支
援
で
、

ス
リ
ラ
ン
カ
へ
三
年
修
行
。
帰
国

後
、
32
歳
の
異
例
の
若
さ
（
鎌
倉

時
代
の
高
僧
以
来
）
で
円
覚
寺
管

長
に
就
任
。
鈴
木
貞
太
郎
や
夏
目

漱
石
が
宗
演
に
師
事
。
翌
年
米
国

シ
カ
ゴ
開
催
の
万
国
宗
教
者
会
議

で
日
本
を
代
表
し
て
講
演
。
こ
れ

に
感
動
し
た
米
国
宗
教
学
者
ポ
ー

ル
ケ
ー
ラ
ス
が
ザ
・
ゴ
ス
ペ
ル
・

オ
ブ
・
ブ
ッ
ダ
を
出
版
し
、
宗
演

は
鈴
木
貞
太
郎
に
和
訳
さ
せ
「
仏

陀
の
福
音
」
を
国
内
で
出
版
。
多

く
の
学
者
、
政
治
家
、
軍
人
等
が

宗
演
に
参
禅
す
る
。

　

44
才
で
、
請
わ
れ
て
建
長
寺
管

長
、円
覚
寺
管
長
を
兼
務
す
る
。（
前

例
な
し
）。
両
管
長
辞
任
後
、
東
慶

寺
に
入
る
。
米
国
ラ
ッ
セ
ル
夫
人

の
要
請
で
再
訪
米
し
、
渡
米
さ
せ

て
い
た
鈴
木
貞
太
郎
に
大
拙
の
称

号
を
与
え
、
と
も
に
布
教
。
各
大

学
で
講
演
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
セ
ル

ド
ア
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
平

和
会
談
後
、
欧
州
各
国
を
回
り
、

ス
エ
ズ
運
河
か
ら
、
イ
ン
ド
、
ス

リ
ラ
ン
カ
等
ま
わ
り
香
港
経
由
で

帰
る
。

　

帰
国
後
再
度
、
円
覚
寺
管
長
や
、

臨
済
宗
大
学
学
長
、
花
園
学
園
長

に
就
任
、
退
任
後
、
漱
石
の
意
向

で
葬
儀
戒
名
を
付
け
る
。

　

宗
演
に
参
禅
す
る
知
識
人
は
首

相
、大
臣
、学
者
、文
化
人
、財
界
人
、

女
性
、
学
生
等
多
く
、
宗
演
が
号

を
授
け
た
居
士
は
４
０
０
名
を
こ

え
た
。
大
正
8
年
59
才
。
東
慶
寺

で
没
。
葬
儀
で
、
あ
と
10
年
長
生

き
す
れ
ば
、日
本
の
仏
教
は
変
わ
っ

て
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
死
を
惜
し

む
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
た
。

天
下
の
不
幸
で
あ
る
と
国
民
新
聞

社
社
長
徳
富
蘇
峰
は
追
悼
集
で

語
っ
て
い
る
。

　

詳
し
く
は
、
ぜ
ひ
、
高
浜
公
民

館
へ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。き
っ

と
あ
な
た
も
宗
演
フ
ア
ン
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

釈
宗
演
を
顕
彰
す
る
会
で
は
顕
彰
に
か

か
る
経
費
に
つ
い
て
募
金
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

釈
宗
演
だ
よ
り
３
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
、
１
月
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ど
ち
ら
で
も

「
釈
宗
演
を
顕
彰
す
る
会
」

と
入
力
し
、
ア
ク
セ
ス
し
て

下
さ
い
。
会
の
目
的
・
活
動
、

ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
、
紙
芝

居
な
ど
、
き
め
細
か
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
英

語
で
の
説
明
文
も
載
せ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
行
事
、
活
動
状
況

な
ど
定
期
的
に
内
容
を
見
直

し
、更
新
を
し
て
い
き
ま
す
。

◎
募
金
の
お
願
い

HP立ち上がりました
「釈宗演を顕彰する会」　で検索して下さい。

http://shaku-soyen-kensho.com/about.html

平
成
三
十
年
度
釈
宗
演
を
顕
彰
す
る
会
定
期
総
会
開
催
ご
案
内

◆
日
時
：
四
月
十
四
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
〜
　
◆
会
場
：
高
浜
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

年
会
費
入
金
、
欠
席
さ
れ
る
場
合
の
委
任
状
は
最
寄
り
の
役
員
も
し
く
は
事
務
局
へ

※
あ
ら
た
に
入
会
さ
れ
る
方
は
開
会
時
刻
ま
で
に
入
会
申
し
込
み
書
に
年
会
費
1
0
0
0
円
を

　

添
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特別講演会

（福井県歴史資源魅力創出支援助成対象事業）

～ 主要人物紹介 ～

北条時敬
白隠の『遠羅手釜』を西田に
渡し、禅の道に誘う。

近衛文麿
総理大臣などを歴任。

西田の弟子。
小宮豊隆
小説「三四郎」の

モデル。

堂谷憲勇
宗演禅師の
顕彰に尽力。

浅原才市
鈴木大拙から妙好人
と評される。

乃木希典
日露戦争の英雄。

和辻哲郎
哲学者。

ポール・ケーラス
ケーラス著、大拙邦訳
『仏陀の福音』の序文を
宗演禅師が寄せる。

福沢諭吉
宗演にセイロン島での
仏教留学を勧める。山岡鉄舟

宗演がセイロン留学の際
資金の援助を行う。

西郷隆盛
維新後、明治天皇の護衛を
山岡鉄舟に依頼する。

勝海舟
旧幕府軍。

新渡戸稲造
『武士道』の著者。

内村鑑三
キリスト教思想家。

滴水宜牧 (天龍寺 )
西田からの手紙に

“「無」のほかに教えるものなし” と返答。
山岡鉄舟が参禅。

虎関宗補
（妙心寺）

越渓守謙（妙心寺）
宗演は叔父にあたる縁から
越渓禅師のもとで得度。

儀山善来 (曹源寺 )
幕末の思想的混乱の中に教化活動に
つくし宗風を興盛したことから、
慶応二年 (1866) に仏国興盛禅師の

徽号を勅賜される。

今北洪川（円覚寺）
宗演のただならぬ才に見惚れ、越渓禅師
に乞うて自身の元で修業にあたらせた。

山岡鉄舟や北条時敬が参禅。

独園承珠
（相国寺）

大拙承演 (相国寺 )
機鉾の激しい禅僧「鬼大拙」
として天下にその名を
知られていた。

太元孜元
（曹源寺）

白隠慧鶴
臨済宗中興の祖
1689 ～ 1769

菅虎雄
『羅生門』の題字を揮毫。

芥川龍之介
ケーラス著、大拙邦訳の

『因果の小車』に着想を得て
『蜘蛛の糸』を執筆。

夏目金之助
（夏目漱石）

水上勉
鈴木貞太郎

（大拙）仏教学者
西田幾多郎
（寸心）哲学者

釈宗演（円覚寺）

鈴木大拙とともに
世界を巡り、禅を喧伝する。

漱石の葬儀に際し
導師を務める。

雪門玄松 (国泰寺 )
おおい町大島の海印寺に逗留。
国泰寺復興の為、鉄舟に揮毫を

依頼し頒布する。

キリスト教
「
曹
源一滴
の
こ
と
」よ
り

水
上
　
勉

　
私
は
い
ま
、若
狭
出
身
の一瀬
常
次
郎
が
、出
世
し

て
楞
伽
窟
と
な
り
、そ
の
面
前
に
、公
案
の
解
答
を
た

ず
さ
え
、ひ
と
振
り
の
鈴
で
退
散
す
る
文
豪
夏
目
漱

石
を
思
う
。不
思
議
な
縁
故
を
感
じ
る
。漱
石
は
、う

す
暗
い
室
内
に
、手
も
足
も
み
せ
ず
、渋
茶
の
法
衣
を

ま
と
って
す
わ
る
銅
い
ろ
の
宗
演
の
顔
を
見
す
え
て
い

る
が
、こ
の
男
が
若
狭
高
浜
の一瀬
五
右
衛
門
の
次
男

坊
だ
っ
た
こ
と
は
知
ら
な
かっ
た
。

　
む
し
ろ
、宗
演
下
で
、禅
を
き
わ
め
た
の
は
鈴
木
貞

太
郎
だ
ろ
う
。金
沢
の
医
者
の
子
で
、独
園
門
下
の
雪

門
玄
松
に
、西
田
幾
多
郎
と
と
も
に
鉄
鎚
を
喰
ら
って

か
ら
禅
が
わ
す
れ
ら
れ
ず
、東
京
へ
き
て
か
ら
も
、鎌

倉
に
日
参
し
、今
北
洪
川
に
錬
ら
れ
て
い
た
途
中
、師

の
遷
化
に
あ
い
、宗
演
の
門
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。宗
演

が
シ
カ
ゴ
で
催
さ
れ
た
万
国
宗
教
会
議
に
日
本
代
表

で
渡
米
し
た
際
、貞
太
郎
は
通
訳
を
つ
と
め
た
。大
拙

の
号
は
宗
演
が
あ
た
え
た
。大
拙
は
、前
記
し
た
若
狭

大
島
出
身
の
、漁
民
の
子
が
岡
山
曹
源
寺
で
太
元
孜

元
の
法
を
つ
ぎ
、京
都
相
国
寺
で「
鬼
大
拙
」と
う
た

わ
れ
た
人
の
号
で
あ
る
。宗
演
は
貞
太
郎
に
、大
先
輩

の
そ
の
号
を
あ
た
え
た
。

　
す
る
と
、若
狭
を
出
て
、岡
山
に
根
づ
く
曹
源
禅
を

究
め
た
二
少
年
の
流
れ
が
、鎌
倉
に
わ
き
出
て
、宗

演
、大
拙
、漱
石
を
む
す
び
あ
わ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

　
釈
宗
演
は
、大
正
八
年
十
一
月
一日
に
示
寂
し
た
。

世
寿
六
十
一。松
ヶ
岡
山
麓
の
東
慶
寺
が
最
期
の
寺
に

な
っ
た
。墓
は
松
ヶ
岡
に
あ
る
。山
上
の
文
庫
は
鈴
木

大
拙
の
書
屋
と
な
っ
た
。宗
演
逝
い
て
、東
慶
寺
は
鈴

木
大
拙
、西
田
幾
多
郎
、佐
々
木
茂
索
、高
見
順
、小

林
秀
雄
、あ
げ
て
い
け
ば
き
り
が
な
い
、数
多
い
文
人

の
塔
所
と
な
っ
た
。な
ぜ
か
曹
源
禅
の
流
れ
の
寺
に
、

文
人
た
ち
は
い
ま
も
眠
る
の
で
あ
る
。

『
一滴
』創
刊
号
　一九
八
七
年
二
月

大拙承演…………………………………………………【1797～ 1855】

江戸時代末期の禅僧。若狭大島（現おおい町大島）で生まれ、岡山曹源寺の
太元孜元のもとで修行する。機鋒の激しい禅僧「鬼大拙」として、天下にその
名を知られていた。

儀山善来…………………………………………………【1802～ 1878】

江戸時代末期から明治期にかけての禅僧。若狭大島（現おおい町大島）で
生まれ、岡山曹源寺の太元孜元のもとで修行する。幕末の思想的混乱のなか
で教化活動につくし宗風を興盛したことから、仏国興盛禅師の徽号を勅賜さ
れる。

雪門玄松…………………………………………………【1850～ 1915】

明治の廃仏毀釈の余波を受け、荒廃した国泰寺の復興に尽力した第五十五
代国泰寺住職。幕末の三舟（勝、高橋、山岡）として名高い山岡鉄舟の葬儀
に際しては、脇導師を務めた。また、西田幾多郎や鈴木大拙が参禅するなど、
明治期の日本を支える文人達との交流も多くみられる。

洪嶽宗演（釈宗演）………………………………【1860～ 1919】
若狭和田（現高浜町和田）で生まれ、叔父である越渓守謙のもとで得度。洪川
宗温（今北洪川）がその非凡な才覚に見惚れ、自身の下で修行にあたらせ
た。また、鈴木大拙とともに世界を巡り、禅を喧伝するなど、近代仏教では他に
類をみないほどの業績を残す。

夏目漱石（金之助）………………………………【1867～ 1916】
明治を代表する日本の小説家。現在の東京都新宿区に生まれる。帝国大学
（現東京大学）卒業後、松山や熊本で教鞭をとる。その後、イギリスに留学する
も心身を害し帰国。帝国大学講師、朝日新聞社などで職を務めるかたわら、多
くの文学作品を執筆する。

鈴木大拙（貞太郎）………………………………【1870～ 1966】
洪川老師の下に参禅し、その遷化に立ち会う。その後、円覚寺宗演老師の下
で禅についての多くの著作を英語に翻訳するなど、日本の禅文化を「ZEN」と
して海外に広くしらしめた仏教学者。

西田寸心（幾多郎）………………………………【1870～ 1945】
『善の研究』などにより、日本を代表する哲学者と評される。雪門禅師のもと参
禅で得た体験から、東洋思想と西洋思想を融合させた独創的な哲学を構築
し、後の哲学者たち（九鬼周造、三木清、和辻哲郎、など他多数）に大きな影
響を与えた。

※赤枠：若狭に関わりの深い人物

心寺）
縁縁から
得度

◆資料提供／若州一滴文庫

郷土の偉人
釈宗演を知ろう!!



　

昨
年
よ
り
学
習
会
を

開
催
し
、
１
月
内
浦
小

学
校
、
２
月
高
浜
小
学

校
、
３
月
青
郷
小
学
校

の
６
年
生
が
紙
芝
居
な

ど
を
使
っ
て
宗
演
の
生

涯
や
功
績
、
ゆ
か
り
の

地
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
伊
藤
会
長
の
各
校

区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
や
場
所
な
ど
を
交
え

た
お
話
に
、
子
ど
も
た

ち
は
興
味
を
持
っ
て
真

剣
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。

　
「
名
前
だ
け
は
知
っ

て
い
た
け
ど
高
浜
町
出

◆
釈
宗
演
の
名
言
・
和
歌
紹
介

ゆ
め
の
世
に
ゆ
め
の
此
の
身
の
し
ば
し
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　

み
法
を
ぞ
説
く
天
地
の
為

こ
の
世
は
確
か
に
夢
の
世
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
身
も
や
が
て
消
え
ゆ
く
夢
の
ご
と
き

も
の
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
そ
の
夢
の
ご
と
き
一
瞬
が
あ
る
か
ら
に
は
、
夢
の
よ
う

な
今
日
の
一
日
を
自
分
は
こ
の
天
地
の
た
め
に
、
人
々
の
た
め
に
仏
法
を
説
い
て
い
く
の
だ
。

釈宗演の偉業を次世代に 町
内
各
小
学
校
で
学
習
会
開
催

困
難
乗
り
超
え
る
力
に
感
動

身
と
わ
か
っ
て
驚
い
た
」「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
前
に
話
し
て
い
た
の

で
、教
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
」

「
シ
ャ
ク
ソ
ウ
エ
ン
っ
て
外
国
の

人
の
名
前
か
と
思
っ
た
」
内
浦
小

学
校
で
は
名
前
を
知
っ
て
い
る
生

徒
が
多
く
驚
き
ま
し
た
。

　
「
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た

人
、僕
も
そ
う
し
て
い
き
た
い
」「
高

浜
に
こ
ん
な
す
ご
い
人
が
い
た
の

を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
帰
っ
た

ら
話
し
た
い
」「
ゆ
か
り
の
地
を
調

べ
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
」
と
高

浜
小
学
校
は
地
元
だ
け
あ
り
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
が
良
か
っ
た
で
す
。

　
「
新
し
い
事
に
挑
戦
す
る
こ
と
が

大
事
で
、
私
も
中
学
に
な
っ
た
ら

取
り
組
み
た
い
」「
辛
い
修
行
を
さ

れ
て
す
ご
い
人
だ
と
思
っ
た
。
高

浜
に
は
家
族
の
た
め
に
帰
っ
て
き

た
の
で
家
族
思
い
の
人
だ
と
思
っ

た
」「
遠
い
国
ま
で
行
っ
て
禅
を
広

釈宗演没

記念特別企画

参加者募集
釈宗演鎌倉バスツアー

～釈宗演ゆかりの地めぐり～
参加申込・お問い合せは／
釈宗演を顕彰する会事務局（松和塾）
TEL.72-1353 まで

■行　先／鎌倉、東慶寺、円覚寺、建長寺
■宿泊先／横浜 伊勢佐木町ワシントンホテル

■参加費／ 30,000 円

◆行程／ 6 月 11日（月）…高浜町 7:30 頃発　小浜西 IC　焼津（昼食）
　　　　富士山本宮浅間神社（参拝）　新富士 IC　横浜市（泊）
　　　　6 月 12日（火）…ホテル発　鎌倉（東慶寺、円覚寺、建長寺）
　　　　鎌倉御代川（昼食）　横浜町田 IC　高浜町 20:30 頃　　　　

※1日目、2日目昼食有り。2日目朝食有り

平成 30年 6月 11日（月）～12日（火） 募集人員／40名
※定員になり次第締め切ります。

　

福
井
県
下
で
は
3
月
2
4
日
よ

り
「
幕
末
明
治
福
井
１
５
０
年

博
」
が
開
幕
。
今
年
、
明
治
改
元

か
ら
1
5
0
年
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
活
躍
し
た
福
井
の
先
人
た
ち
に

顕
彰
す
る
活
動
報
告

幕
末
明
治
福
井
１
５
０
年
博

　
町
郷
土
資
料
館
で
９
月
29
日

　
か
ら
一
ヶ
月
間
企
画
展
を
開
催

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
顕
彰
し
ま
す
。

明
治
維
新
に
大
き
な
役
割
を
し
た

松
平
春
嶽
や
由
利
公
正
、
橋
本
左

内
、
梅
田
雲
浜
な
ど
著
名
人
等
で

す
。

　

高
浜
町
で
は
、
日
本
の
禅
を
世

界
に
「
Z
E
N
」
と
し
て
広
め
た

釈
宗
演
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま

す
。
顕
彰
を
す
る
会
の
記
念
式

典
、
顕
彰
碑
建
立
の
ほ
か
、
郷
土

資
料
館
で
9
月
29
日
か
ら
10 

月
28

 

日
ま
で
の
一
ケ
月
間
、
高
浜
町
主

催
の
「
郷
土
の
偉
人　

高
僧　

釈

宗
演
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
顕
彰
を
す
る
会
で
は

「
Z
E
N
高
僧
ふ
る
さ
と
ツ

ア
ー
」
と
し
て
町
内
の
釈
宗
演
ゆ

か
り
の
地
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

　

釈
宗
演
没
一
〇
〇
年
を
記
念
し

て
慶
応
義
塾
大
学
福
沢
研
究
セ
ン

タ
ー
で
6
月
4
日
（
月
）
か
ら
8

月
6
日
（
月
）
ま
で
釈
宗
演
展
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
日
曜
休
館
で
す

が
、
東
京
方
面
に
行
か
れ
る
方

は
、
是
非
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

『
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
と
宗
演
』

一
瀬　
明
宏

顕
彰
す
る
会
副
会
長

シ
リ
ー
ズ
③
　
私
と
釈
宗
演

釈宗演だより （平成 30年 3月 26日発行）

　

宗
演
禅
師
は
生
家
に
帰
ら
れ
る
と
必
ず
我
家
に
立
ち
寄
ら
れ
、
幼
き
小

さ
な
手
で
禅
師
の
肩
を
も
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
祖
父
の
自
慢
で

あ
っ
た
。
１０
歳
で
叔
父
越
渓
の
下
で
出
家
し
、
動
乱
の
幕
末
か
ら
明
治
・

大
正
時
代
に
全
世
界
を
駆
け
抜
け
、
日
本
人
僧
侶
と
し
て
初
め
て
「
禅
」

を
「
Z
E
N
」
と
し
て
欧
米
諸
国
に
伝
え
た
偉
大
な
宗
教
家
が
、
郷
土
の

偉
人
釈
宗
演
禅
師
な
の
で
あ
る
。
宗
演
禅
師
を
慕
い
弟
子
に
な
っ
た
多
く

の
著
名
人
の
中
の
一
人
鈴
木
大
拙
博
士
が
、
禅
師
の
意
思
を
継
ぎ
海
外
で

禅
の
世
界
を
広
げ
る
と
、
前
衛
芸
術
家
の
巨
匠
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
は
、
仏

教
に
影
響
を
受
け
１
９
５
２
年
に
「
４
分
33
秒
」
発
表
し
て
い
る
。
空
間

全
体
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト
と
さ
れ
る
こ
の
作
品
は
、
の
ち
に
オ

ノ
・
ヨ
ー
コ
（
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
妻
）
の
作
品
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
ま
た
こ
の
二
人
は
、
ア
メ
リ
カ
コ
ン
ロ
ビ
ア
大

学
客
員
教
授
を
し
て
い
た
鈴
木
大
拙
の
講
義
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
大
変

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

私
の
好
き
な
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
時
代
後
期
か
ら
ソ
ロ

時
代
当
時
（
１
９
６
８
年
〜
１
９
７
３
年
）
特
に
禅
を
ア
ー
ト
に
お
け
る

基
本
ス
タ
ン
ス
に
し
て
い
た
の
で
、
日
本
の
わ
び
さ
び
の
文
化
や
禅
の
思

想
は
、
簡
潔
さ
を
何
よ
り
求
め
る
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
精
神
お
よ
び
音
楽

活
動
に
極
め
て
強
い
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
禅
を
芸
術
作
品

の
基
本
と
す
る
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
と
の
出
会
い
は
、
彼
に
と
っ
て
仏
教
（
禅
）

と
の
出
会
い
で
も
あ
っ
た
、
そ
し
て
、
ヨ
ー
コ
と
共
に
、
１
９
６
９
年
、

禅
的
な
作
品
「
沈
黙
の
２
分
間
」
を
つ
く
り
フ
ァ
ン
を
一
時
困
惑
さ
せ
た

が
、
そ
の
後
も
ジ
ョ
ン
は
禅
や
俳
句
の
影
響
を
受
け
続
け
て
、
ヨ
ー
コ
と

二
人
三
脚
で
１
９
７
１
年
に
人
類
の
愛
と
平
和
を
願
っ
た
代
表
作
「
イ
マ

ジ
ン
」
を
発
表
し
た
。

　

ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
お
い
て
も
、
禅
の
精
神
が
彼
の
作
品
に
よ
っ

て
世
界
の
若
者
た
ち
に
も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
釈
宗

演
禅
師
と
鈴
木
大
拙
・
オ
ノ
ヨ
ー
コ
と
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
が
禅
で
繋
が
っ

て
い
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
禅
師
の
偉
大
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

め
た
こ
と
、
そ
ん
な
立
派
な
人
が

い
る
こ
と
が
、
高
浜
の
誇
り
だ
と

思
っ
た
」
等
々
、
青
郷
小
学
校
で

は
た
く
さ
ん
の
素
直
な
感
想
を
発

表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
慶
応
義
塾
大
学
で

　
釈
宗
演
展
開
催
へ


